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  学びをつなぎ，たくましく生きる力を育む教育課程の創造 

     ～保小連携・学校間連携を通して～ 
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研究領域Ⅱ［教育課程］第４分科会提案資料 

 

もを育てる教育課程のあり方について究明す

る。 

 

２ 研究の概要 

（１） 小学校間の連携による取り組み：日南町 

   における集合学習 

①  集合学習のねらい 

小規模校のもつよさと多人数による学

習の長所を重ね合わせることにより，学校 

生活をより豊かに充実したものにするこ

と   をめざす。 

ア より大きな集団の形成により期待され

る   もの 

・多様な情報の中で錬磨、集団の練り合い（社

会性 視野の拡大） 

・適切な指導組織（ＴＴ等）による指導（学

習効果） 

・交流の拡大の効果（自己発見 連帯感） 

  イ 教師の協業化と研修体制の拡大によ    

り期待されるもの 

・教師の特技・特性の発揮 

・指導方法の工夫改善 

・教育課程の共同編成 

① 集合学習の実際 

・山の上集合学習･･･３校合同、低中高 

      各教科，特活 年間４回 

・石見谷集合学習･･･３校合同，低中高 

   各教科，学活，総合 年間３回 

・ハッピースマイル集合学習･･･２校 

   低中高 障害児学級  

１ はじめに 

子どもたちに自ら学び，考え，主体的に判

断し，よりよく問題を解決する能力や豊かな

人間性等の「生きる力」を育むためには，知・

徳・体のバランスのとれた取り組みを進める

ことが重要である。また，開かれた学校づく

りを進める上で，学校同士が相互に連携を図

り，積極的に交流を深めることによって，学

校生活をより豊かにするとともに，児童の人

間関係や経験を広げる等広い視野に立った適 

切な教育活動を進めていくことも求められ 

る。 

３町からなる○○郡においては，過疎化・ 

高齢化・少子化がより一層進む中，町村合併 

や学校統合が進み，小学校数は 12校となっ 

た。小規模校が多く，少人数を生かした個に 

応じた指導や地域を生かした特色ある教育活 

動が多く展開されている。反面，少人数の困 

難さもある。小規模校での少人数の固定的な 

人間関係による教育活動の困難性から，小学 

校間で連携し，学習集団の拡大による思考の 

深まりや広がり，自己表現力の伸長，関わり 

の深まりにつなげる教育活動を創造し発展さ 

せていきたい。 

また，小１プロブレムと言われる中，就学 

前教育と学校教育の間の段差をなめらかに

し，保育所と小学校が連携を図りながら，関

わり合い，たくましく生きる力を育む教育活

動を展開したい。そこで，保育所と小学校，

小学校間等で連携し，学びをつなぎ，よりよ

く関わり合いながら，たくましく生きる子ど 
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